投稿規定・編集後記・奥付 by unknown
編
集
後
記
△
第
一
一
九
号
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
今
号
は
九
本
の
論
文
に
加
え
て
絵
巻
翻
刻
、
書
評
、
国
際
交
流
報
告
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
な
ど
が
入
り
、
多
彩
な
誌
面
構
成
と
な
り
ま
し
た
。
△
長
年
に
亙
っ
て
日
本
語
学
を
ご
指
導
く
だ
さ
っ
た
沖
森
卓
也
教
授
が
二
〇
一
八
年
三
月
を
も
っ
て
定
年
退
職
さ
れ
ま
す
。
第
一
二
〇
号
は
沖
森
教
授
の
退
職
記
念
号
に
な
り
ま
す
。
△
次
号
の
締
め
切
り
は
Ｇ
Ｗ
明
け
の
二
〇
一
八
年
五
月
七
日
（
月
）
で
す
。
ご
投
稿
の
際
に
は
「
投
稿
規
定
」
を
よ
く
ご
参
照
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
投
稿
規
定
一
、
投
稿
枚
数
は
、「
立
教
大
学
日
本
文
学
」
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
照
ら
し
て
１４
頁
（
２９
字
×
５０
行
×
１４
頁
）
以
内
と
し
ま
す
。
二
、
原
稿
は
縦
書
き
を
原
則
と
し
ま
す
。
横
書
き
に
よ
る
掲
載
を
希
望
す
る
場
合
は
、
投
稿
前
に
必
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
三
、
原
稿
は
完
全
清
書
原
稿
と
し
、
注
・
引
用
そ
の
他
の
形
式
は
、
既
刊
の
も
の
に
準
拠
し
て
く
だ
さ
い
。
場
合
に
よ
っ
て
は
体
裁
の
統
一
を
図
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
四
、
原
稿
は
手
書
き
原
稿
・
プ
リ
ン
タ
ー
印
字
原
稿
を
問
わ
ず
、
二
部
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
五
、
プ
リ
ン
タ
ー
印
字
原
稿
の
場
合
は
、原
稿
二
部
と
併
せ
て
電
子
媒
体（
Ｃ
Ｄ
―
Ｒ
Ｏ
Ｍ
、Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
ー
等
）
で
デ
ー
タ
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
電
子
媒
体
の
返
却
は
い
た
し
ま
せ
ん
）。メ
ー
ル
に
よ
る
提
出（rikkyonihonbungaku.hensyu
@
gm
ail.com
宛
）も
可
能
で
す
。デ
ー
タ
を
メ
ー
ル
で
提
出
す
る
場
合
は
、そ
の
旨
、原
稿
郵
送
の
際
に
編
集
担
当
者
ま
で
お
伝
え
く
だ
さ
い
。
六
、
査
読
担
当
委
員
は
、
外
部
の
有
識
者
を
含
め
、
会
長
が
こ
れ
を
委
嘱
し
ま
す
。
七
、
執
筆
者
校
正
は
論
文
・
書
評
に
つ
い
て
初
校
の
み
。
た
だ
し
加
筆
訂
正
は
最
小
限
度
に
お
願
い
し
ま
す
。
八
、
論
文
執
筆
者
に
は
掲
載
誌
三
部
・
抜
刷
四
〇
部
を
進
呈
し
ま
す
。
九
、「
立
教
大
学
日
本
文
学
」
は
雑
誌
と
し
て
刊
行
す
る
と
同
時
に
立
教
大
学
の
リ
ポ
ジ
ト
リ
に
も
登
録
さ
れ
、
掲
載
原
稿
の
全
文
を
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
し
た
う
え
で
オ
ン
ラ
イ
ン
公
開
し
ま
す
。
投
稿
さ
れ
た
原
稿
に
つ
い
て
は
、
そ
の
旨
、
ご
承
諾
い
た
だ
い
た
も
の
と
し
ま
す
。
た
だ
し
、
論
文
内
に
用
い
ら
れ
た
写
真
、
図
版
な
ど
に
つ
い
て
は
、
そ
の
部
分
に
限
っ
て
、
原
則
と
し
て
電
子
化
の
対
象
か
ら
外
す
こ
と
と
し
ま
す
。
十
、
原
稿
の
〆
切
日
は
、
五
月
の
連
休
明
け
最
初
の
月
曜
日
と
一
一
月
の
秋
季
休
み
明
け
最
初
の
月
曜
日
で
す
。
立
教
大
学
日
本
文
学
第
一
一
九
号
二
〇
一
八
年
一
月
二
十
五
日
印
刷
二
〇
一
八
年
一
月
三
十
日
発
行
編
集
発
行
人
立
教
大
学
日
本
文
学
会
水
谷
隆
之
〒
１７１‐
８５０１
東
京
都
豊
島
区
西
池
袋
三
―
三
四
―
一
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
電
話
（
〇
三
）
三
九
八
五
―
二
五
〇
五
印
刷
上
毛
印
刷
株
式
会
社
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